
 
 
 
 
 
 
  

2018年 1月 27日 
バングラデシュ 障害者地域センター・女性クラブ運営費支援 

井戸ばた 基金へのご協力のお願い 

 「井戸ばた基金」は、バングラデシュで活動する障害のある女性たちのグループ
＜女性クラブ＞の運営費を支援するために 2017年に設立されました。 

女性たちの願いは「普通に生きたい」ということ。皆様のご支援をお願いします。 

2000 年から私たちの活

動、女性クラブが始まりまし

た。私たちは、障害のゆえ

に、家に閉じ込められている

女性、孤独な女性、虐げられ

ている女性が、社会の一員と

して生きる道が開かれること

を願い活動してきました。彼

女たちの仕事への可能性を

見極め、自己実現ができるよ

うに助けていくことも大事な目

的です。 

クラブ発足時、たくさんの困

難がありました。その一つは、

女性たちを家から外に連れ出

すことでした。多くの家族は、

障害のある自分たちの娘を世

間から隠していたからです。

女性たちは、家族の行事や地

域社会への参加の機会をこと

わたしたちのこと  タフミナ・アクタール（女性クラブリーダー） 

 

女性たちのこと 山内章子（女性クラブ・アドバイザー／JOCSワーカー） 

バングラデシュの障がいを

持つ女性たちは、女性である

こと、障がいを持っていること

などからくる、あらゆる差別と

困難に日々直面しながら生き

ています。 

女性クラブに集うほとんど

の女性たちは、周囲の無理解

の故に、自分自身を理解する

機会に恵まれませんでした。

しかし彼女たちは、このクラブ

に集うことによって、自分自身

を大切にしなくてはいけないこ

と、障がいを持たない女性と

ごとく奪われていました。私が

彼女たちを外へ連れ出すた

めに家々を訪問すると、皆が

きまって私に言いました。「あ

なた、自分が歩けないのにこ

の娘のために何ができるとい

うの？いいえ、何もできやしま

せんよ」。家族は、私のことを

信じてくれませんでした。女性

たちも自信がありませんでし

た。障害を持つ自分に何かが

できるなんて。 

でも今や、ある女性は、学

校に通い、女性クラブで技術

を身に付け、仕事をし、わず

かではあってもその収入で家

族を支えています。そして家

族の考えを変えることに成功

しました。私たちは、多くの困

難に出会いながらも、神さま

の祝福によって 17 年間この

仕事をさせていただいていま

す。現在、女性クラブのメンバ

ーは 102 人になりました。私

たちは今も女性たちの家を訪

ね、学校を紹介し、治療や理

学療法、虐待を防ぐための支

援を行い、レクリエーションの

為に歌や踊り、芝居などの発

表の場を準備し、活動を続け

ています。私たちは、女性クラ

ブによる交わりと助け合いに

よって、また、各自の仕事を通

して、ごく普通の人のようにこ

の美しい世界で生きていきた

いのです。 

今もなお、障害をもつ女性

たちはたくさんの課題を抱え、

私たちの働きが求められてい

ます。皆さん、どうか女性クラ

ブにご支援をお願いします。 

 

 

同じように、お化粧や服装など

女性としての美しさに気を配っ

てもよいこと、女性でも正しい

事について発言しなくてはいけ

ないことに気づいていきまし

た。 

彼女たちは、自分たちの人

生がこの女性クラブに集うこ

とによって大きく変わったこと

を知っています。だからこそ、

かつての自分と同じように家

族や地域の中で、今も隠され

た存在として生きている女性

障がい者を思って、地域にで

ていきます。そして、女性障

がい者や地域の人々にクラ

ブの存在を伝えるだけでな

く、女性障がい者も、障がい

のない女性と同じように持っ

ている女性としての、また人

としての権利を伝え、女性障

がい者や社会の価値観を変

えていこうとしています。 

彼女たちのこの働きを今

後も継続するために、活動資

金が必要です。ぜひ支援の

輪に加わってください。よろし

くお願いいたします。 
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 井戸ばた基金にご協力い

ただける方は、「協力フォー

ム」にご記入の上、左記の

連絡先に郵送または FAX

していただくか、「協力フォー

バングラデシュ北部に位

置するマイメンシン市で、障

害のある女性たちのグルー

プ＜女性クラブ＞は多岐に

わたる活動を続けていま

す。外に出ることができない

女性障害者を訪問し、学校

教育を受けるのを助け、必

要なリハビリテーションを提

供しています。また、障害を

持つ女性たちの機会や権

利獲得のため、様々な公

的機関や NGOと連携して

ご協力方法 

１．銀行や郵便局からのお振込みの場合   
【銀行名】  ゆうちょ銀行 

【口座名】 「井戸ばた基金」山内章子バングラデシュ理学療法士 

【口座番号】 ゆうちょ銀行からお振込 【記号】 １０１９０ 【口座番号】 ５６８４４８４1 

他の銀行からお振込 【店名】 〇一八（ゼロイチハチ）  

【種目】普通預金  【口座番号】 ５６８４４８４ 

２．払込取扱票の場合 
【口座番号】００１４０－５－７９２０２６ 

【加入者名】「井戸ばた基金」山内章子バングラデシュ理学療法士 

振込口座 以下の方法でお振込みをお願いします 
 

井戸ばた基金 
 

【呼びかけ人】 

梁
ヤ ン

熙 梅
ヒ メ

（代表） 

岩崎鉄男 

金澤真実 

山内章子 

 
【連絡先】 

〒331-0814 

埼玉県さいたま市北区 

東大成町 1-229 

日本ルーテル教団 

大宮シオン・ルーテル教会 

責任教職 梁熙梅 

 

TEL＆FAX 

048-663-0215 
 

E-MAIL: 

idobatakikin@gmail.com 

お問い合わせには、

できるだけ E-MAILを

ご利用いただけますと

幸いです。 

 

バングラデシュ 障害者地域センター・女性クラブ運営費 

「井戸ばた基金」協力フォーム 

 

 お名前（教会・グループ名）＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

 

ご住所 〒＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

 

お電話／FAX＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿  E-MAIL ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

 

✔をお願いします。 

【活動・会計報告受け取り方法】   □ E-MAIL 希望   □ 郵送希望 
【年間のご協力金額（予定）】 

□ 年に 3,000円支援します。     □ 年に 10,000円支援します。 

□ 年に 5,000円支援します。     □ 年に______＿＿＿円支援します。 

 

  

回復し、社会の一員として

生きる自信を得ていきま

す。彼女たちの願いは、

「ごく普通の人のように」生

きたいということです。 

障害のある女性たちの

このささやかな願いを実現

するために、井戸ばた基金

へのご協力を通じて、女性

クラブの運営費をご支援く

ださい。どうぞよろしくお願

いいたします。 

います。そして、家庭や社

会環境の悲惨さ、困難、喜

び、収入向上など、彼女た

ちの直面しているすべての

事柄について、思いを分か

ち合うために月例ミーティ

ングを持ち、家族の誰から

も祝われることのない誕生

日を祝うため年に一度、み

んなの誕生会を開きます。

これらの活動を通じて、女

性障害者たちは、互いに

助け合いながら自尊心を

ム」にある事項を E－MAIL

にて、ご送付ください。  

同時に、下記の口座にご

協力金のお振込みをお願い

いたします。 

ご協力いただいた方に

は、年に 1回、女性クラブの

活動報告と会計報告をお送

りいたします。 

 

  

井戸ばた基金 年間協力目標 150万円 


